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学校名　三原市立第一中学校

改善方策

 10月   2月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

授業改善の推進

①「まとめや振り返
りでは、R80を使っ
て、相手に伝わり
やすい振り返りを
行っている」と回答
する生徒の割合
【R６-89.7%】

90% 87% 97% B

肯定的回答90%を下回る結果
であった。要点をまとめたり、
各教科の用語を用いて記述
したりすることがに課題があ
ると考えられる。また、R80に
おける相手意識の低さが課
題であると考えられる。

要点をまとめることについては、タ
イトル付け等を通して意識付けす
る。また、授業者が求めるR80の設
定を通して、授業のねらいに対応
する記述にせまるとともに、R80の
シェアリング、全体交流を通して、
発表者としての意識を高める。

○

基礎学力の向上

②実力テスト等で
全国平均を上回る
生徒の割合。
【R６-62%】

70% 57% 82% B

学年別の結果は、1年生
49.5%、2年生70.4%、3年生
54.3%であった。各学年3割程
度が、平均を10p以上下回っ
ている状況がある。

基礎基本の定着が必要。ミライ
シード、セミナーや新研究などの取
組を継続し、既習内容の定着を図
る。小テストなどで細かく生徒の実
態把握し、必要に応じて手立てを
講じる。

○

発達支持的生徒
指導の推進

自己肯定感・自己
有用感に関する質
問において肯定的
評価の割合
【Ｒ６-86%】

90% 78% 87% B

生徒会が中心になり、主体的
な活動が定着。授業や行事、
あらゆる場面で振り返り活動
の時間を確実に確保すること
で生徒同士での肯定的な相
互評価が行えていること等が
要因にあげられる。

高い位置で保持できているので今
後も継続に取組を行う。iチエックの
データともリンクさせ、SCとの連携
を行う。また生徒の個別面談等の
場面を増やし個別の丁寧な対応や
指導を行う。

○

人間関係や社会生活の
土台である基本は挨拶で
しょう。個々の人格や個
性を認め尊重し合える関
係を築いていけるとよ
い。

社会人としての自
覚の醸成

「主体的にボラン
ティア活動に取り
組んでいる」と回
答する生徒の割
合
【R６-69%】

80% 57% 71% C

献血ボランティアでは、１年
生に献血セミナーを実施し意
欲の向上に繋げた。校内で
は旗揚げ・フラワーボランティ
ア活動を実施した。11月には
毎年恒例の小中合同での清
掃活動を予定している。

生徒会を中心に活動が定着してい
る。活動の様子を校内で写真や体
験の感想を掲示、スライドショーで
の報告会等を行い、魅力を伝える
情報発信を充実させていきたい。

○

献血ボランティアに積極
的に参加し、社会とのつ
ながりに貢献できてよ
い。
先生や生徒どうしでの交
流もあり、生徒の成長に
つながっている。

健
や
か
な
体

自らの健康を
自ら管理でき
る生徒の育成

体力・運動能力の
向上、食育の推
進、健康的な生活
習慣の確立

①平日睡眠７時
間以上の生徒の
割合
【R６－83%】

90% 85% 94% B

75％の生徒が23時までに就
寝することができている。就
寝目標達成率も7割にとど
まっており、寝たい気持ちは
あるができない状況があるよ
うだ。幼少期からの生活が固
定化している生徒が多く、一
中ブロックでの取り組みを強
化していく。

保健だよりで基本的生活習慣につ
いて啓発すると共に、保健室来室
時に個別の保健指導を充実させ
る。また、担任と連携して懇談など
で健康的な生活について情報発信
をしてもらう。

○

学校だけではできないこ
とがあるので、各家庭が
真剣に取り組まなければ
ならないと思います。
就寝時刻が遅くなる要因
の分析を行い、生徒や家
庭が共有し、目標をより
意識した取組につなげて
ください。

信
頼
さ
れ
る
学
校

教職員の職
務遂行意欲
の向上

時間外勤務時間
の縮減

①生徒の完全下
校後、2時間10分
以内に退校する
教職員の割合
【R６-75%】

90% 73% 81% B

45時間を下回る職員は月平
均４人となっている。超過勤
務の職員が固定化している
傾向にあるが、授業準備や
行事の取組の対応等での時
間外勤務に差が生じている。

退校時間が遅い職員については、
仕事内容や方法について把握をし
た上でよりよいコミュニケーションを
図り、効率化・簡素化できる部分を
増やしていく。

○

ここ数年で教職員の意識
も高まっていることと思い
たい。
時間外勤務時の状況
は、特定の教職員によっ
て数値目標が達成できて
いない現状がある。指導
助言を強化するなど改善
に向けた取組をお願いし
たい。

〇奉仕活動・社会貢献活動の
推進
・献血ボランティア活動・地域
や校内ボランティア活動の充
実
・校区内小学校との清掃活動

○新体力テスト結果の分析に
基づく体力向上の取組
○「弁当の日」の取組
○基本的生活習慣の確立

○働き方改革の推進
・部活動休養日、定時退校日
の徹底
○業務の効率化
〇各種行事の見直し

学校関係者評価自己評価評価計画

ｄ　短期経営目標

・全体的には全国平均を
下回っているようだが、
前年との比較では向上
が見られ、2・3年生では
上回ってる科目もある。
基礎基本を重点にした取
組を実践されたい。
・R80の取組が昨年に比
べ浸透している。さらにタ
イトル付けすることによ
り、思考力・判断力・表現
力・論理力の強化につな
がっていくのではないか
すばらしいことだと思う。

主体的に学
ぶ生徒の育
成

確
か
な
学
力

○R80を基盤とした授業構想
○主体的な学びの推進
〇ICT及び思考ツールの活用
〇アウトプット型授業の推進
○年間一人一回以上の研究
授業及び相互参観

○「授業構想シート」を活用した
授業づくり
○学力調査の結果を活用した授
業改善

豊
か
な
心

自他を認め合
い、共に高ま
る生徒の育成

〇異年齢集団活動、生徒の自
主的活動の充実
・全校縦割による清掃活動や
各種行事等の充実
・学校行事、生徒会活動の充
実

令和７年度　　学校評価表

ｆ　評価項目・指
標

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

（　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）　 社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）  信頼される学校　（保護者「通わせて良かった」、生徒「ここで学んで良かった」、地域「母校として
誇れる学校」）

校番（　1　）

l   評 価
n

改善方策
m

コメント

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
将来をたくましく切り拓いていく力を身につけた生
徒の育成

ｇ
目標値

c　中期経営目標 ｅ　目標達成のための方策

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。
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